
大
川
口
下
地
区
の

お
宝
人
み
〜
っ
け
!!

鈴
木
　
典
子
さ
ん

89令
和
５
年
11
月
１
日
発
行

毎
年
、
共
同
募
金
運
動
に
あ
た
た

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉

に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、

各
世
帯
へ
の
戸
別
募
金
、
法
人
・
学

校
募
金
、
募
金
箱
の
設
置
を
通
じ
て

募
金
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
奉

仕
委
員
さ
ん
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
た

際
に
は
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
30
日(

水)

、
一
迫
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
お

い
て
地
域
づ
く
り
活
性
化
の
推
進
を
目
的
に
社
協

花
山
支
部
と
一
迫
・
花
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
広
島
県
在
住
の
ご
近
所
福
祉
ク
リ

エ
ー
タ
ー
酒
井
保
氏
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
支
え
合
い

を
考
え
る
」
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
お
茶
っ
こ
会
等
の
行
事
に
参
加
し
な
い
人
が

い
る
事
を
課
題
と
し
て
捉
え
が
ち
だ
が
そ
う
で
は

な
い
。
参
加
し
な
い
人
を
気
に
掛
け
る
こ
と
で
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
。
課
題
で
は
な
く
成
果
と
し

て
見
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
講
師
の
言
葉
に

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
深
く
頷
い
て
い
ま
し
た
。

研
修
を
通
じ
、
今
後
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
く

地
域
を
ど
の
よ
う
に
支
え
合
っ
て
い
く
か
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

   

一
迫
支
部
事
業(

社
協
会
費
充
当
事
業)

 

一
迫
・
花
山
地
区
地
域
づ
く
り
研
修
会

自
宅
で
様
々
な
種
類
の
花
の
苗

を
育
て
、
地
区
内
の
介
護
事
業
所

等
の
花
壇
に
、
夫
と
一
緒
に
花
植

栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
明
る
く
、
住
み
良
い
地
域
に
し

て
い
き
た
い
」
と
の
思
い
で
始
め

た
花
植
栽
。
来
年
に
は
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
南
三
陸

に
足
を
運
び
広
め
た
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

住
民
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
道
行

く
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
や
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
流
を
育
み
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
づ
く
り
の
場
に
も

な
る
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
躍
中
で
す
。

令
和
５
年
度
　

共
同
募
金
運
動
展
開
中
！

「出来ないこと」の支援ではなく、「出来ること」の応援をしましょう！

奉仕委員会議の様子
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総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
等
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
社
協
一
迫
支
所
（
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
）

◆
電
話
相
談

開

設

日
：
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
：
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
一
迫
支
所

 

電
話
：
52-

４
４
３
３

今
年
も
恒
例
行
事
の
「
敬
老
会
」
を
、
９
月

21
日
（
木
）
か
ら
23
日
（
土
）
の
３
日
間
開
催

し
、
３
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

華
麗
な
舞
踊
や
館
内
に
響
き
渡
る
素
敵
な

歌
声
の
民
謡
が
あ
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

職
員
か
ら
は
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

贈
呈
し
、
心
を
込
め
て
お
祝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
迫
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

敬
　
老
　
会

高
齢
者
生
き
が
い

活
動
支
援
通
所
事
業

一迫駐在所の丁子所長より、交通安
全についてとオレオレ詐欺についての
講話を受けました。

宮
城
県
共
同
募
金
会
で
は
、
毎
年
仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
む
す
び
丸
」
と
の
コ
ラ
ボ
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
作
製
し
、「
む
す

び
丸
ピ
ン
バ
ッ
ジ
募
金
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
11
弾
と
し
て
今
回
は
、
県
内
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
防
災
資
機
材
整
備
の
助
成
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
整
備
さ
れ
た
資
機
材
は

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

社
協
各
支
所
に
て
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
む
す
び
丸
ピ
ン
バ
ッ
ジ
募
金
」に

　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

11
月
10
日（
金
）

12
月
8
日（
金
）

11
月
24
日（
金
）

12
月
22
日（
金
）

つ
く
し
会
様

民謡　髙橋 隆雄様

若柳文蝶会様

職員からのプレゼント

毎
週
火
曜
日
、
一
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
歌
や
体
操
、
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
な

ど
で
交
流
し
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

男
女
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
、
社
協
一
迫
支
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
対
　
象
：
60
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方

・
利
用
料
金

：
１
回
900
円
（
昼
食
代
含
む
）

・
内
　
容
：
創
作
活
動
・
軽
体
操 

他

・
送
　
迎
：
ご
自
宅
か
ら
会
場
ま
で
送
迎

し
ま
す
。
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